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No.411       ジャガイモは地下の茎
くき

である 
 

 
上の写真はジャガイモの地下部分です。大きないもが 2個、 

それぞれ地下をのびる茎
くき

の先についています。さらに、右へ伸びて葉っぱをつけている茎の

途中からも小枝
こ え だ

が出て、2 個の小さないもがふくらみはじめています。これを見るとジャガ

イモのいもは地下の茎についていることが分かります。植物のジャガイモにとって地下のい

もは栄養分
えいようぶん

（でんぷん）の貯蔵庫
ちょぞうこ

です。 

私たちがスーパーなどでよく目にするいもは、茎についていた側
がわ

がどちらだったか分から

なくなっていますが、イボの数を数えればこれを見分けることができます。茎側にはへその

ようなイボが真ん中に 1 個だけ、これに対して先側には浅いくぼみを伴った小さな点のよう

なイボが 5-6 個まばらについています。茎側のイボは茎がついていたあと、先側のイボはや

がてのび出す芽です。つまりジャガイモのいもは、地下の茎の先端が太ったものであるとい

えます。（太田道人） 

  

茎についていた

側にはへそのよ

うなイボが一つ。

茎が伸びていく

先側には、小さ

なイボがまばら

に 5-6個ついて

います。 

 


